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in Viaggio(イ ン・ヴィアッジョ、“旅路にて"*『旅するローマ教皇』の原

題)と だけ題された、教皇フランシスコの37の外遊をめぐるこのドキュ

メンタリーフィルムは、のつけから人懐つこい彼のイメージを覆す。斜め

にうつむいて沈思する姿は人を寄せ付けない雰囲気をたたえる。そこ

に彼の苦悩や孤独を読み取るのはたやすい。ただどんな事情があるの

かはわからず、われわれとしては、これから本編で描かれる、世界と対

峙する旅から察していくしかない。国際版ポスターにも使われている彼

の背中も意味深である。どの土地に行つても繰り返される、通称パパ

モビルに乗つてのパレードで、沿道の人々の熱狂に応える孤独な後ろ

姿は、映画のライトモチーフだ。監督ロージは、800時 間という既存の

フッテージをつないでこの映画を完成させているが、きちんと自分が欲

しい映イ象だけを選びとつている。手を振る教皇の肩襟はめくれかえり、

飛行機 (専用機ではなくチャーター、彼のモットーである清貧の証)の

タラップを降りるときは後頭部から自帽 (ズッケット“ちびかばちゃ"と い

う)が吹き飛ばされる。確かに彼は孤独なのだが、その姿はどこか可笑

しい。ロージは茶化すつもりはない。たとえば真剣に歩いている人ほど

つまづいてしまう、そうした人間の性たるベーソスを、監督は見せてい

る。むしろそれは映画の本質かもしれない。いくら真面目であつても、カ

メラを通した姿はどうしても滑稽なのである。だから観客が思わずク

スつとしても、不遜とはならず、映画的反応として許容される。ロージも

きつと好むであろうイタリアの文豪ピランデッロも言つていたではない

か、悲劇のなかにこそユーモアがあると。

ロージが見せようとするのは旅先の様子だけではない、移動そのもの

も映画の重要な要素だ。機内の窓から外を覗くフランシスコがたびた

び映し出される。これから訪れる土地を上から確認しながら、もの思い

にふけつてし`る。彼の視線の先では、モンタージュにより、富士山が雲

海から山項部を突き出している。それにこれはいささかやりすぎだが、

ヒロシマ到着シーンに先立つて映し出されるきのこ雲は、実際には南
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洋での実験時のものなのだが、フランシスコが想イ象したであろう機外の

光景なのであつた。それに移動中は、教皇によるショウが見ものである。

恒例の機内記者会見のことである。ロージ個人の好みというよりは、外

遊中の教皇に、みなが期待してしまう舞台である(飛行機の後部に座つ

ている密着記者たちへのサービスとしてなされる)。そこでは教皇は必

ず熱弁をふるう。世界で最も影響力のある人物にしては、無防備さが心

配になるくらい、直球なのだ。テリの未成年虐待疑惑の司祭 (しかもフ

ランシスコと同じイエズス会所属)を擁護するのに「証拠がない」とテリ

でプレスに向かつて発言し、激しい抗議活動に火を付けてしまつた際

も、帰りの機内で素直に謝罪している。また、エルドアン大統領を不機

嫌にさせてしまつた、トルヨ訪問時の、アルメニア系住民虐殺の歴史に

ついての批判的なコメントをした後も、機内で、撤回を拒否して、ふみこ

みすぎではないと主張する(tヽちおう前々代のヨハネ・パウロ2世の非

難の言葉に倣つているとの弁明を口にするが、自身の考えにもとづくの

はあきらか)。結局は、一般のイメージを裏切らない、いわゆる「いいひ

と」との結論となるのだが、ロージはきちんと、必ず付きまとつてくる誤

解やトラブルを見せようとする(扱われないのはバチカン銀行がらみの

不正くらい)。

近寄り難くも可笑しい教皇イ象は、ロージが世俗に重きをおく考えであ

るからこそ映し出せる。もし信仰に篤い作り手であつたら、両極に引き

裂かれたイメージは呈示できない。幾多の教皇関連本や伝記映画は、

どれも熱心なカトリック信者が書き、撮つているので、「いとヽひと」f象をひ

たすらなぞつてしまう。ロージ本人の告白にある「私は信者ではありま

せん」との言葉が、教皇に多面性をみることにつながる。非クリスチャン

である日本の多くの人々にとつて、教皇礼賛一辺倒でないのは助かる。

ロージの切り口は親しみやすいのだ。

あるシーンでは、フランシスコとエルドアンとの間に気まずい沈黙が続

く。精神的リーダーであると同時に、ヴァチカン市回の国家元首でもあ

るため、フランシスコはトルコで中隊による儀イ丈にまで臨んでいた。か

みあわなさは存分に伝わつてくるが、そのような難しい関係にある国に

こそ、フランシスコは単身飛び込んでいくのである。単に旅するだけで

はない、考え抜いた旅をしている。

映画ではキューパにも行く(2度も)。 これこそ微妙な関係である。めず

らしくパレードの沿道は閑散としている。フランシスコもわざわざ刑務

所の慰問をする。共産主義国家としてはあまり見せたくなtヽ部分を突

く。前々代と比べ多言語遣いではないフランシスコだが(映画の半分は

ヴアチカンの「公用語」であるイタリア語、もう半分は母語スベイン語、

あとアメリカでは英語、アフリカで少しフランス語を話す)、キユーバで

は現地の訛りを加えたスペイン語にしている。器用ではないものの、う

まくローカルに合わせている。チリでは、隣のライバル国アルゼンチン

出身として開き直って下世話なジョークで会場を沸かす。

筆者がブエノスアイレスを訪ねること4回 、その都度フランシスコが

通つた小学校のあるカバジート地区に赴く。ある調査のためなのだが、

地元の空気を肌で感じている。都会とはいえ、素朴なコミュニティ意識

が生きる地区だ。イタリアからの移民二世ということもあるが、自然と

和を作り出すフランシスコのような人ができあがるのもわかる気がす

る。一方で、軍政の続いたアルゼンチンで、首都の大司教であったフラ

ンシスコに、政治権力との癒着があつたとの疑いの声はたえない。その

真偽はともかく、武力による緊張を強いられてしヽたフランシスコは、紛

争に対する嗅覚や勘を、悲しいかな、鍛えられてしまつている。監督か

ら直接間 tヽた話として、驚くべきことに、フランシスコは、2014年 の時

点ですでに、ドンバス地域がウクライナ紛争の火種となることを見抜

いていたとのことである。その彼と映イ象を通してともに旅することで、

世界の現在形を目の当たりにする、そんな見方がこの作品で可能なの

である。

惜しむべくは日本のパートが広島だけであることだ。2019年 11月 に

ロックスターの来日並みに日本が湧いた教皇の滞日4日間の初日、フラ

ンシスコがまず赴いたのが長崎である。歴史的にキリスト教徒が多く、

キリシタン弾圧から原爆投下まで多くの悲朦llに見舞われた土地だ。長

崎が教皇の心に深く刻まれていることは、よく知られている。あの有名

な写真「焼き場に立つ少年」のポストカードに平和のメッセージを添え、

全世界に発信したこともある。第一訪問都市の長崎で真つ先にむかつ

た爆心地公園、セレモニーに先立ち中心地碑の前で独り祈る教皇。そ

の長さ実に100秒、周囲に戸惑いを生じさせるほどだつた。印象的で、

訪日のはじまりにしてすでにハイライト、実にフランシスコらしい瞬問

だった。ロージの作品でも、祈りにふける彼は孤独である。誰も抗いよう

のない祈りの強さが、静いを止めに世界をまわる彼の原動力となつて

いる。
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